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7 月 号

　

常
務
理
事　

佐
藤　

美
穂
子

公
益
財
団
法
人
日
本
訪
問
看
護
財
団

   

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　

本
財
団
は
１
９
９
６
年
の
創
設

で
、
訪
問
看
護
等
在
宅
ケ
ア
を
推

進
す
る
た
め
に
、
研
修
や
研
究
、

相
談
支
援
の
ほ
か
4
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
直
営
し
政
策
提
言

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
に
伴
い
、
2
月
か
ら
12
月

ま
で
の
集
合
研
修
は
す
べ
て
中
止

せ
ざ
る
を
得
ず
、
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
へ

の
切
り
替
え
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。本

財
団
で
は
2
月
下
旬
か
ら
当

該
感
染
症
に
対
す
る
電
話
や
メ
ー

ル
相
談
が
増
加
し
、
利
用
者
が
濃

厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合
に
訪
問

を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
ク
や
消
毒
薬
が
不
足
し
て
入

手
困
難
の
声
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
3
月
2
日
か
ら
全
国
一
斉

の
臨
時
休
校
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
休
み
で
訪
問
看
護
に
支
障
を
き

た
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
4
月
2
日
以
降
、
入
院
以

外
の
宿
泊
療
養
又
は
自
宅
療
養
軽

症
者
に
訪
問
看
護
を
行
う
こ
と
に

も
な
り
ま
し
た
。

感
染
を
恐
れ
て
訪
問
を
避
け
る

利
用
者
に
対
し
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
感
染
防
止
対
策

を
文
書
に
し
て
利
用
者
に
配
布
し
、

訪
問
時
の
手
洗
い
・
手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
・
使
い
捨
て
ガ
ウ
ン
・
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
、
こ
ま
め

な
換
気
、
飛
沫
・
接
触
感
染
対
策

を
ス
タ
ッ
フ
に
徹
底
し
、
症
状
悪

化
を
防
ぐ
た
め
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

一
方
、
訪
問
看
護
師
自
身
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響
も
あ
り

ま
し
た
。
当
該
感
染
症
へ
の
恐
怖

心
、
感
染
防
護
具
不
足
の
不
安
、

気
分
の
落
ち
込
み
や
疲
労
感
な
ど

で
す
。
管
理
者
は
ス
タ
ッ
フ
に
健

康
や
命
を
守
る
宣
言
を
し
、
直
行
・

直
帰
、
時
差
出
勤
、
自
転
車
通
勤
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
よ
る
3

密
回
避
を
実
践
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
努
力
の
結
果
、
管
理
者
は

ス
タ
ッ
フ
の
感
染
管
理
に
取
り
組

む
姿
や
周
り
へ
の
気
遣
い
、
危
機

を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
前
向
き

な
姿
勢
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
（
本
財
団
調
査
）。

２
０
２
０
年
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
の
生
誕
２
０
０
年
に
当
た
り
世

界
中
が
「N

ursing　

now

」
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
最

中
に
当
該
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
こ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

２
０
２
１
年
6
月
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
は
衛
生
状
態
な
ど
の
環
境

の
大
切
さ
を
統
計
で
示
し
、
自
然

治
癒
力
を
高
め
る
看
護
の
覚
書
を

残
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
空
気
の
大
切
さ
を
今
に

受
け
継
い
だ
英
国
で
は
当
該
感
染

症
者
が
30
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
姿
を
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
は
ど
う
見
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
在

宅
療
養
生
活
支
援
の
専
門
家
の
集

ま
り
で
す
。
今
こ
そ
看
護
力
を
発

揮
し
て
、
健
康
な
地
域
社
会
を
取

り
戻
す
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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第
２ 

利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

第
３ 

着
実
な
事
業
実
施
の
た
め
の

経
営
基
盤
づ
く
り

第
１ 

地
域
貢
献
活
動
の
取
組
み
推
進

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
実
施
な
ど
、
職
場
に
お

け
る
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
を
図
っ
た
。

（5）
障
害
者
雇
用
、
外
国
人
雇
用
の
推
進

　

今
年
度
の
障
害
者
雇
用
は
障
害
者
法
定
雇
用
率

の
達
成
に
努
め
た
結
果
、
法
定
雇
用
率
（
2.2
％
）

を
0.1
％
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
は
、
介
護
技
能
実
習
生

を
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
よ
り
2
名
を
10
月
か

ら
南
陽
園
で
受
入
れ
た
。　

２ 

堅
実
な
財
務
運
営
基
盤
の
形
成

　

各
事
業
部
門
が
、
自
部
門
の
強
み
、
弱
み
を
分

析
し
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
堅
実
な
財
務

運
営
基
盤
の
形
成
に
努
め
た
。

（1）
計
画
利
用
率
の
確
保
・
達
成

　

各
事
業
部
門
に
お
い
て
、
計
画
利
用
率
等
の
達

成
に
向
け
て
努
力
し
た
が
、
病
院
事
業
、
老
健
事

業
、
通
所
系
介
護
保
険
事
業
で
マ
イ
ナ
ス
の
収
支

と
な
っ
た
。

（2）
新
規
事
業
等
の
検
討

　

企
画
開
発
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
杉
並
区
の

整
備
計
画
や
近
隣
か
ら
の
要
望
（
不
動
産
の
活
用

紹
介
）
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

（3）
財
政
等
の
将
来
見
通
し

　

各
施
設
は
、
設
備
機
器
の
経
年
劣
化
に
対
応
す

る
た
め
の
計
画
的
な
修
繕
等
が
必
要
な
時
期
と
な

っ
て
お
り
、
資
金
計
画
を
含
め
た
将
来
見
通
し
に

つ
い
て
、
中
期
事
業
計
画
中
で
具
体
的
に
計
画
策

定
を
行
う
方
向
性
を
定
め
た
。

（4）
情
報
公
開
の
推
進

ア 

法
人
情
報
の
開
示

　
（
独
法
）
福
祉
医
療
機
構
が
構
築
し
た
「
財
務

諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
、
法
人

の
運
営
状
況
及
び
財
務
状
況
に
係
る
情
報
を
開
示

し
て
い
る
。

イ 

視
察
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
積
極
的
受
入

れ

　

地
域
に
開
か
れ
た
法
人
・
施
設
運
営
を
推
進
す

　

浴
風
会
は
「
地
域
と
共
に
未
来
を
拓
く
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
杉
並
区
等
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
に

係
る
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
し
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
期
は
、
令
和
2

年
度
か
ら
同
6
年
度
ま
で
の
5
年
間
を
期
間

と
し
て
、
中
期
事
業
計
画
を
策
定
し
た
。

　

ま
た
、地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
に
資
す
る
質
の
高
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
む
他
、
法
人
の

持
続
的
な
成
長
を
可
能
と
す
る
た
め
の
安
定

的
な
経
営
基
盤
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
全
職
員
が
多
職
種
協
働
で
職
務

に
邁
進
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
完
全
週
休
2
日
制
の
導
入
、
研
修
や
福

利
厚
生
の
充
実
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

の
推
進
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
に
も

取
り
組
ん
だ
。
年
が
明
け
て
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
当
会
と
し
て
も
、
万
全
な

対
応
を
せ
ま
ら
れ
た
が
、
全
施
設
・
全
職
員

を
挙
げ
て
の
感
染
防
止
対
策
の
励
行
に
よ
り
、

利
用
者
及
び
職
員
等
の
感
染
者
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

地
域
に
根
差
し
た
様
々
な
貢
献
活
動
を
実

施
し
た
。

①
地
域
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を

目
的
と
す
る
カ
フ
ェ
事
業

②
認
知
症
介
護
の
家
族
会
で
あ
る
「
よ
く
ふ

う
語
ろ
う
会
」
の
開
催

③
高
井
戸
団
地
で
の
無
料
健
康
相
談
事
業

④
﹃
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
﹄

⑤
﹃
浴
風
会
無
料
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄
の

開
催

　

本
部
事
務
局
長　

浅
井　

敏
男

 

令
和
元
年
度
浴
風
会
事
業
報
告
概
要　

　

老
人
福
祉
事
業
に
お
い
て
は
、
食
事
の
提
供
、

健
康
・
衛
生
管
理
、
感
染
症
予
防
、
機
能
訓
練

等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
要
望
等
へ

の
的
確
な
対
応
、
生
活
環
境
の
向
上
等
を
図
る

他
、
他
施
設
も
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動
等
の

情
報
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の

選
択
肢
を
拡
大
し
、
交
流
の
促
進
に
努
め
た
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
医
療
安
全
、
感
染

症
対
策
、
防
災
対
策
等
の
安
全
管
理
を
適
確
に

推
進
し
、
ま
た
、
医
療
相
談
・
支
援
、
地
域
連

携
、在
宅
支
援
を
積
極
的
に
進
め
た
。
そ
の
他
、

利
用
者
・
患
者
等
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
苦

情
に
つ
い
て
は
、
各
々
事
業
部
門
が
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
に
努
め
た
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ナ
ー
の
向
上
、
看
取
り
介
護
の
推
進
と
医
療
連

携
ケ
ア
の
向
上
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹

底
、
口
腔
機
能
維
持
・
経
口
摂
取
維
持
の
推
進

等
を
図
っ
た
。
ま
た
、
家
族
の
医
療
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
つ
つ
、
浴
風
会
病
院
及
び
他
の
医
療
機

関
と
の
連
携
を
図
る
他
、
食
事
の
提
供
、
健
康

管
理
、
衛
生
管
理
、
感
染
症
予
防
、
機
能
訓
練

等
を
進
め
た
。

　

安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、
経
営

資
源
（
人
、
物
、
財
、
組
織
）
に
係
る
諸
課
題
の

検
討
や
充
実
、
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

１ 

質
の
高
い
人
材
の
確
保

　

介
護
職
員
、
看
護
職
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況

下
、人
材
確
保
対
策
推
進
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、

総
合
的
、
体
系
的
な
人
材
確
保
対
策
や
職
員
定
着

の
た
め
の
職
場
環
境
改
善
方
策
の
検
討
に
取
り
組

ん
だ
。
検
討
は
、
採
用
要
件
の
整
理
、
労
働
時
間

の
見
直
し
、
職
員
の
処
遇
改
善
等
に
つ
い
て
行
っ

た
。

（1）
採
用
活
動
の
実
施

　

看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
職
、
介
護
福
祉
士
等
の
養

成
校
に
対
し
て
、
郵
便
あ
る
い
は
直
接
訪
問
し
て

学
生
紹
介
の
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
イ
ト
へ

の
求
人
情
報
の
掲
載
及
び
登
録
者
へ
の
個
別
メ
ー

ル
発
信
を
行
う
な
ど
、
重
層
的
、
継
続
的
な
採
用

活
動
を
実
施
し
た
。

　

な
お
、
就
職
時
の
助
成
金
・
職
員
紹
介
協
力
金

の
拡
充
等
の
整
備
な
ど
採
用
活
動
の
一
助
と
し

た
。

（2）
登
用
試
験
の
実
施

　

優
れ
た
人
材
の
確
保
を
目
的
と
し
て
登
用
試
験

（
主
と
し
て
介
護
職
契
約
職
員
の
正
規
職
員
化
）

を
2
回
実
施
し
た
。

　

ま
た
、介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
に
際
し
、

実
務
経
験
３
年
以
上
の
他
に
必
要
と
な
る
「
実
務

者
研
修
」
の
受
講
費
用
貸
付
制
度
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
実
施
し
、職
員
の
資
格
取
得
を
支
援
し
た
。

（3）
職
員
研
修
及
び
福
利
厚
生
の
充
実

　

職
員
の
研
修
は
、
職
階
、
経
験
等
に
応
じ
た
キ

ャ
リ
ア
別
研
修
や
、
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
に
よ

る
職
員
全
体
研
修
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
職
員
実
践
・
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て
職
員

の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
各
事
業
部
門
に
お
い
て

も
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
、
中
途
職
員
の

採
用
研
修
、
院
内
研
修
（
病
院
看
護
部
）
の
実
施

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、法
定
の
福
利
厚
生
施
策
を
推
進
す
る
他
、

職
員
親
睦
会
へ
の
助
成
も
行
う
な
ど
、
多
角
的
に

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
、「
よ
く
ふ
う

保
育
園
」（
事
業
所
内
保
育
所
：
定
員
15
名
運
営
：

東
京
家
庭
学
校
）
の
設
置
に
よ
っ
て
、
職
員
並
び

に
地
域
の
子
育
て
支
援
に
努
め
た
。

（4）
労
働
安
全
衛
生
の
推
進

　

看
護
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
腰
痛
予
防
対
策
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
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各
事
業
部
門
の
取
組
み

（１）　貸借対照表の要旨　（令和２年３月３１日現在） 単位：　千円

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産 2,000,590 流動負債 979,671
固定資産 11,144,395 固定負債 3,313,040

負債の部合計 4,292,711
基本金 506,033
国庫補助金等特別積立金 5,188,052
その他積立金 1,190,483
次期繰越活動収支差額 1,967,706
 （当期活動収支差額） (△254,872)

純資産の部合計 8,852,274
資産の部合計 13,144,985 負債・純資産合計 13,144,985

資 産 の 部 負 債 の 部

令和元年度　決算報告
　6 月 18 日に開催されました当会理事会及び 6 月 29 日開催の定時
評議員会において、 令和元年度決算が以下のように承認されました。

る
見
地
か
ら
、
視
察
者
（
３
１
３
名
）、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、延
べ
１
万
人
を
超
え
る
支
援
を
得
た
。

ウ 
広
報
推
進
会
議
の
運
営

　

法
人
と
し
て
の
一
体
化
し
た
広
報
計
画
の
下

に
、
歴
史
や
理
念
、
実
施
事
業
の
現
状
や
方
向
性

等
を
迅
速
、
適
切
に
発
信
す
る
な
ど
し
て
、
法
人

の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
特
に

法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た

め
作
成
検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
ア
ク
セ
ス
者
か

ら
の
見
易
さ
、
分
か
り
易
さ
等
の
利
便
性
の
向
上

を
主
と
し
て
検
討
し
、
今
年
度
末
に
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

（２）　総合資金収支計算書（令和２年３月３１日現在） 単位：千円

養護　浴風園 469,812 469,488 324

軽費　松風園 342,599 341,949 650

軽費　ケアハウス 154,484 174,033 △ 19,549

966,895 11.5% 985,470 11.4% △ 18,575

特養　南陽園 1,165,214 1,162,591 2,623

特養　第二南陽園 709,656 707,819 1,837

特養　第三南陽園 1,073,298 1,073,262 36

南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 39,517 39,169 348

第二南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 82,401 89,196 △ 6,795

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひまわり 109,024 108,784 240

ヘルパーステーション 60,398 58,520 1,878

3,239,508 38.6% 3,239,341 37.6% 167

浴風会病院 2,917,405 3,117,662 △ 200,257

老健くぬぎ 618,036 625,671 △ 7,635

認知症介護研究研修ｾﾝﾀｰ 283,535 283,503 32

本部経常部 212,350 211,282 1,068

8,237,729 98.1% 8,462,929 98.2% △ 225,200

52,451 52,412 39

29,160 28,889 271

39,802 41,702 △ 1,900

21,117 21,093 24

142,530 1.7% 144,096 1.7% △ 1,566

16,527 0.2% 15,177 0.2% 1,350

8,396,786 100.0% 8,622,202 100.0% △ 225,416

収支差額収　　入　　額 支　　出　　額

老人福祉事業計　（ａ）

居宅介護支援事業所

ケアスクール

総　計　　（c+d+e）

社
　
会
　
福
　
祉
　
事
　
業

区分

介護保険事業計　（ｂ）

社会福祉事業合計（ｃ）

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

公
益
事
業

公益事業合計　（d）

収益事業　（e）

よくふう保育園

策
の
実
施
、
有
給
休
暇
5
日
以
上
取
得
の
義
務
な

ど
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
、
昨
今
の
社
会
経

済
情
勢
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
企
画
会
議
等
に
つ
い
て
も
適
時
適

切
に
開
催
し
、
法
人
に
お
け
る
諸
課
題
の
検
討
及

び
対
処
方
針
の
決
定
等
を
速
や
か
に
進
め
た
。

2 

高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

1）
浴
風
会
病
院
事
業

　

今
年
度
は
前
年
度
と
比
し
て
入
院
、
外
来
と
も

大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
運
用
管
理
を
徹
底
し
長
期

入
院
患
者
は
減
少
し
、入
院
単
価
は
改
善
し
た
が
、

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
入
院
患
者
の
受
入
れ
が

思
っ
た
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
病
床
稼
働

率
が
落
ち
込
む
結
果
と
な
っ
た
。
な
お
、
無
料
低

額
診
療
事
業
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
杉
並
区
社

１ 

法
人
本
部
事
業

　

完
全
週
休
２
日
制
の
導
入
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

会
福
祉
協
議
会
の
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
協
働
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

該
当
す
る
（
生
活
保
護
に
は
非
該
当
）
低
所
得
者

の
支
援
を
新
た
に
開
始
し
た
。

2）
老
健
施
設
及
び
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業

　

充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
基

に
、
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、

入
所
・
短
期
入
所
・
通
所
の
相
互
の
連
携
に
取
り

組
み
、
在
宅
生
活
へ
の
総
合
的
な
支
援
体
制
強
化

に
努
め
た
。

3
老
人
福
祉
事
業

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
は
、
虚
弱
化
に

伴
う
入
浴
・
配
食
・
排
泄
・
転
倒
防
止
な
ど
の
身

体
介
助
、
認
知
症
の
進
行
や
精
神
疾
患
に
伴
う
見

守
り
、
金
銭
管
理
や
服
薬
管
理
、
利
用
者
間
ト
ラ

ブ
ル
の
調
整
な
ど
、
そ
の
支
援
の
内
容
が
利
用
者

の
多
様
化
と
も
相
ま
っ
て
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
の
活

用
等
併
せ
、
職
員
の
業
務
の
負
担
軽
減
も
図
り
な

が
ら
、
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
利
用
者
中
心

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
共
通
認
識
の
下
、
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
多
職
種
協
働
で
多
様
化
し
た

支
援
の
充
実
に
努
め
た
。

4
介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
事
業
計
画
に
沿

っ
て
事
業
を
推
進
し
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

及
び
目
標
達
成
に
努
め
た
。 

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
利
用
者

の
入
院
等
に
よ
り
2
施
設
は
目
標
利
用
率
に
及
ば

な
か
っ
た
が
、
杉
並
区
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
り
、

空
床
利
用
の
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
。

　

小
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
福
祉
教
育
へ

の
講
師
派
遣
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

開
講
等
、
社
会
貢
献
活
動
に
も
尽
力
し
た
。

5 

地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
支
え
る
人
、
支
え

ら
れ
る
人
へ
の
相
談
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
標
に
し
て
、
在
宅
の
高
齢
者
へ
の
支
援

に
取
り
組
ん
だ
。

6 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
事
業

　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
全
国
運
営

協
議
会
及
び
同
セ
ン
タ
ー
合
同
研
究
成
果
報
告

会
を
東
京
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
各
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
研
究
成
果
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

国
の
認
知
症
政
策
の
推
進
並
び
に
認
知
症
ケ
ア

に
お
い
て
急
務
と
な
っ
て
い
る
課
題
の
解
決
や
そ

の
基
盤
整
備
に
向
け
て
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
介
護
指
導
者
等
の
研
修
事
業
、
認
知

症
介
護
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
等
に
よ
る
広

報
・
普
及
・
啓
発
事
業
を
推
進
し
た
。



　

梅
雨
の
中
休
み
の
あ
る
日
、
夏
に
因
ん
だ

言
葉
を
使
っ
た
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
夏
」
か
ら
思
い
出
す
言
葉
を

挙
げ
て
い
き
、
そ
の
な
か
か
ら
マ
ス
目
の
な

か
に
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
書
き
ま
す
。
そ

の
後
は
、
く
じ
の
よ
う
に
言
葉
の
カ
ー
ド
を

引
い
て
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
に
揃
っ
た
ら

ビ
ン
ゴ
！
！「
ゆ
か
た
」「
花
火
」の
ほ
か
、「
う

な
ぎ
」「
ビ
ー
ル
」「
枝
豆
！
」
な
ど
の
言
葉

が
続
き
、
夏
が
待
ち
遠
し
く
な
る
ひ
と
と
き

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
鶴
間
）

★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　

     （
鶴
間
・
工
藤
）

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３

23
日
「
サ
ロ
ン
レ
ク
（
作
品
作
り
）」
開
催
。

　

江
戸
の
昔
、
海
よ
り
出
で
し
、
疫
病
退
散

の
妖
怪
ア
マ
ビ
エ「
私
の
姿
を
絵
に
か
い
て
、

見
せ
れ
ば
疫
病
が
治
ま

る
で
し
ょ
う
」
そ
の
伝
説

に
ち
な
み
、
ア
マ
ビ
エ
だ

る
ま
を
作
り
、
早
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
退

散
し
、
平
穏
な
日
々
が
訪

れ
ま
す
よ
う
に
！
松
風

園
有
志
一
同
で
祈
願
い

た
し
ま
し
た
。　

  

（
宮
中
）

4
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介
護
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
資
格
「
介
護
職

員
初
任
者
研
修
」
7
月
28
日
開
講
～
11
月
7

日
。（
火
曜
日
、
全
13
回
と
修
了
式
）
の
受

講
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
、「
よ
く

ふ
う
語
ろ
う
会
」（
第
2
水
曜
日
）
と
「Café

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド
」（
第
2
月
曜
日
、

第
4
金
曜
日
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
当
面
開
催

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
鈴
木
）

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

浴
風
園
　（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

南
陽
園
　 
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

︻
介
護
保
険
事
業
︼

松
風
園
　（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

　令和 2 年 7 月１日発行

︻
本
部
事
務
局
︼

21
日　
「
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
」
開
催
。

綺
麗
に
飾
ら
れ
た
フ
ル
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ

の
中
か
ら
お
好
き
な
も
の
を
選
び
、
美
味
し

く
戴
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
自
粛

4
日　
「
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
」。

11
日　
「
労
働
組
合　

団
体
交
渉
」。

18
日　
「
第
１
回
理
事
会
」
開
催
。「
令
和
元

年
度
事
業
報
告
・
決
算
」、「
施
設
長
の
人
事

」
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

29
日　
「
６
月
定
時
評
議
員
会
」
開
催
。「
令

　

和
元
年
度
決
算
」
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
浅
井
）

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

5
月
29
日　

開
園
24
周
年
記
念
日
で
、
枝
豆
ご

飯
・
お
刺
身
・
天
ぷ
ら
・
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
等

の
お
祝
い
膳
と
ケ
ー
キ
を
お
出
し
し
ま
し
た
。

感
染
症
防
止
対
策
で
前
後
半
制
で
45
分
と
し
、

例
年
の
賑
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彩

り
よ
い
お
料
理
に
、
笑
顔
も
見
ら
れ
、
美
味
し

か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
・
9
日　

ほ
っ
と
一
息
カ
フ
ェ
を
開
催
、
有

名
洋
菓
子
店
の
メ
ロ
ン
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
お

出
し
し
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

24
・
25
日　

感
染
症
対
策
で
延
期
し
て
い
た
2

月
・
3
月
の
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。 （
尾
滝
）

　

幹
部
職
員
人
事 ︵
令
和
2
年
7
月
1
日
付
︶

異  

動

  

本
部
事
務
局　

財
務
部
長　

小
原　

英
嗣

　
　
　
　
　
　

    （
浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス
園
長
）

昇  

任　
　

  

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス　

園
長　

中
澤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
病
院
事
務
局
次
長
）

  

浴
風
会
病
院　

事
務
局
次
長　

多
胡　

岳
志

　
　
　
　
　
　
　

   （
本
部
事
務
局
職
員
課
長
）

採  

用

  

本
部
事
務
局　

参　

事　
　

小
河　

芳
弘

  

本
部
事
務
局　

人
事
部
長　

赤
坂　

浩

  　

15
日　

梅
雨
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
今
月
も
イ
ベ
ン
ト
・
ク

ラ
ブ
活
動
等
を
中
止
し
て

い
ま
す
。
例
年
よ
り
外
出

す
る
機
会
も
大
幅
に
減
り

ま
し
た
。
浴
風
園
で
は
、

﹃
座
っ
て
の
ラ
ジ
オ
体
操
﹄

の
ポ
ス
タ
ー
を
全
居
室
に

配
布
し
、
１
日
１
回
、
定

時
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送

を
、
各
お
部
屋
に
流
す
試

み
を
始
め
ま

し
た
。
新
し

い
習
慣
に
な

れ
ば
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
徳
増
）

が
続
き
、
外
出
す
る
こ
と

も
難
し
い
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ロ
ア
で
趣
向
を
凝
ら

し
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。（
丸
山
）

8
日　
「
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ

ン
グ
」
開
催
。
今
年
は
、

第
二
の
園
庭
の
あ
ん
ず
も

食
べ
頃
だ
っ
た
の
で
、
栄

養
士
が
収
穫
し
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

17
日　
「
ク
ッ
キ
ン
グ
★
カ

フ
ェ
」
開
催
。
今
回
は
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー

ス
」「
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」「
あ
ん
ず
テ
ィ
ー
」
を

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
二
南
陽
園
　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

（6 月）（6 月）（6 月）
浴風会の動き



面
会
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て　
　
　
　
　

①
入
館
に
際
し
マ
ス
ク
着
用
の
上
、
検
温
及

び
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

②
7
月
1
日
よ
り
休
日
も
含
め
た
面
会
制
限

の
緩
和
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し
込
み

を
い
た
だ
い
た
方
に
限
り
、
少
人
数
・
短
時

間
で
ご
面
会
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
浴

風
会
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
院
内
掲
示
ま
た

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の

発
生
状
況
に
よ
っ
て
は
、
再
度
面
会
禁
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
澤
）

★
見
学
申
し
込
み
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
質
問

や
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
０
３
―
３
３
３
４
―
２
１
４
０
　
　

◎
予
約
電
話　

浴
風
会
病
院

０
３
―
３
３
３
２
―
６
５
１
１
（
代
表
）

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
︵
代
表
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
︵
入
所
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
︵
デ
イ
ケ
ア
︶

杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ケ
ア
24
高
井
戸　

◎
電
話
０
３
―
３
３
３
４
―
２
４
９
５
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第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、引
き
続
き
６
月
中
も
大
き
な
行
事
を
中
止
・

延
期
し
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
の
賑
わ
い
が
少

し
ず
つ
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
に
注
意
し
つ
つ
、
楽
し
い
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。　
　

 

（
隈
本
）

作
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
の
焼
き
上
が
り
を
待
ち
な
が
ら
、
次
回

作
り
た
い
お
や
つ
な
ど
を
相
談
し
ま
し
た
。

　

6
月
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
外
出
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

活
動
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

折
り
紙
や
書
道
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
ご
利
用
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
山
崎
）

　令和 2 年 7 月１日発行

体
と
し
て
の
設
立
総
会
を
三
密
に
配
慮
し
開

催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た

め
地
域
活
動
が
で
き
な
い
事
態
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
が
色
々
考
え
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。
地
域
の
中
で
情
報
を
共
有
で
き
る
仕

組
み
や
身
近
な
場
所
で
顔
を
逢
わ
す
こ
と
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

積
極
的
な
活
動
は
今
の
と
こ
ろ
展
開
で
き

ま
せ
ん
が
、
先
ず
は
、
会
の
事
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

活
動
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
是
非
、
ご

一
報
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
尾
関
）

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
﹃
上
高
井

戸
端
﹄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
6
月
24
日
に
団

8
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議
（Zoom

で
開
催
）

　

6
／
1
よ
り
通
常
勤
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。外
壁
等
工
事
は
終
了
し
ま
し
た
。（
冨
島
）

う
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
ご
利
用
者
の
方
々
に

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
フ
ル

ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
も
ご
用

意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に

食
べ
て
い
い
の
？
」「
美
味
し
い
わ
ね
ー
。

毎
日
や
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
ご
利
用
者
の

方
々
に
も
大
好
評
で
、
と
り
わ
け
メ
ロ
ン
が

一
番
大
人
気
！
笑
顔
が
溢
れ
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
佐
々
木
）

  （
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
三
南
陽
園
　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

︻
病
院
事
業
︼

浴
風
会
病
院

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

24
日　

2
階
の
ご
入
所
者
で
6
月
生
ま
れ
の

方
を
対
象
に
誕
生
日
会
を
行
い
、
お
や
つ
の

時
間
に
ケ
ー
キ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

老
健
く
ぬ
ぎ
に
あ
る
中
庭
で
、
6
月
上
旬

に
カ
ル
ガ
モ
が
2
羽
ふ
化
し
て
い
る
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。
職
員
が
設
置
し
た
プ
ー
ル
で

か
わ
い
い
子
ガ
モ
が
泳
い
だ
り
し
て
、
元
気

に
育
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
池
や
川
に
引
っ

越
し
す
る
ま
で
、
も
う
し
ば
ら
く
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
所
部
門
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、３
密（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
を
避
け
る
た
め
、
ご
利
用
者
が
集
合

し
て
の
行
事
等
を
自
粛
し
て
お
り
ま
す
。
な

る
べ
く
早
く
感
染
状
況
が
落
ち
着
く
よ
う
事

業
所
内
の
感
染
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

し
て
の
面
会
制
限
を
、
事
前
予
約
制
と
し
一

部
解
除
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
（
森
屋
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
24
高
井
戸

︻
研
究･

研
修
他
︼　

老
健
く
ぬ
ぎ
　（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

10
日　
「
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ

ン
グ
」
開
催
。
第
三
南
陽

園
に
て
「
お
楽
し
み
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
い
つ
も

は
各
フ
ロ
ア
に
て
そ
れ
ぞ

れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
事

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
全
フ
ロ

ア
で
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
会
を
行
い
ま
し

た
。
大
皿
に
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
付
け
た
季
節
の

フ
ル
ー
ツ
を
自
由
に
選

ん
で
い
た
だ
き
、
そ
こ

に
生
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
好
き
な
よ

11
日　
「
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
」
を
行
い
ま
し

た
。「
甘
酢
」「
塩
」「
味

噌
」
の
３
種
類
の
味
に

漬
け
込
み
ま
し
た
。
皮

を
む
い
て
、
根
っ
こ
を

切
る
下
準
備
を
「
昔
は

よ
く
や
っ
た
わ
ね
」
と
話
し
な
が
ら
、
手
際

よ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

19
日　
「
梅
干
し
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

熟
し
て
黄
色
く
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
「
完
熟

梅
」
を
み
て
「
わ
ぁ
大
き
い
！
立
派
な
梅

ね
。」
と
話
さ
れ
な
が

ら
、
１
つ
１
つ
丁
寧
に

竹
串
で
へ
た
を
取
り
除

き
、
焼
酎
を
振
り
か
け
、

塩
、
梅
干
し
を
交
互
に

つ
け
て
重
石
を
し
ま
し

た
。
梅
雨
明
け
を
待
ち
、

３
日
間
天
日
干
し
を
行
い
ま
す
。
出
来
上
が

り
が
待
ち
遠
し
い
で
す
♪　
　
　
　
（
谷
口
）
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︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
http://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

宮
沢　

郁
子
様
、
髙
田　

敬
輔
様
、

丑
久
保　

勝
仁
様
、

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社　

新
宿
総
合
支
社
様
、

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
・
ブ
レ
イ
ン
様

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
2
年
5
月
16
日
か
ら
6
月
15
日

　病理検査は、一般の方にはやや馴染みが薄いかもしれませんが、採取された臓器や組
織・細胞を詳細に観察し診断を行うものです。当院では、昭和大学医学部臨床病理診断
学講座のご協力により①細胞診検査、②病理組織検査、③病理解剖の三つの業務を行っ
ております。
   ①　細胞診検査（さいぼうしんけんさ）

喀痰・尿などの細胞をスライドガラスに塗布し、染色（パパニコロウ染色）
を行い、顕微鏡で悪性細胞の有無を検査します。

（図 1）喀痰細胞診標本
　 ②　病理組織検査（びょうりそしきけんさ）

内視鏡検査などで採取した組織を薄切しスライドガラスに貼り付け、染色（HE
染色など）を施し、顕微鏡で観察して病気の原因を調べます。

（図 2）内視鏡生検標本

　　浴風会病院～病理検査とは～
     　　　　　          病理検査科 病理副主任　小沼　久喜　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
︑

浴
風
会
病
院
及
び
各
施
設
に
お
き
ま
し
て
は
面
会

の
一
部
制
限
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
会
内

レ
ス
ト
ラ
ン
︵
第
三
南
陽
園
︑
ケ
ア
ハ
ウ
ス
︶
の

一
般
利
用
者
の
ご
利
用
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
︒
詳
し
く
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

　
　
　

お
知
ら
せ

図１

図 2

図 3

③　病理解剖（びょうりかいぼう）
患者様が不幸にして病気で亡くなられた場合、ご遺族の承諾のもとでご遺体を解剖させていただき、

死因および生前の病気の状態を明らかにして、診断・治療など医療内容の妥当性を検証します。
　当院では昭和 2 年に病理解剖を開始して以来、6000 人を超える方々にご協力いただき、老年医学の
発展に貢献してまいりました。CT・MRI などの検査技術が発達した現代でも、例えば種々の認知症疾患（ア
ルツハイマー病、レビー小体型認知症、嗜銀顆粒型認知症など）の診断を確定する上で、脳の病理学的
検索はきわめて重要な役割を担っています。また、病理解剖で得られた貴重な知見は、他施設（大学病
院など）との共同研究を通じて医学の進歩に役立てさせていただいております。

 （図 3）老人斑
               （大脳皮質、アルツハイマー病）

神経原線維変化
（海馬、アルツハイマー病）

レビー小体
（黒質、レビー小体型認知症）

　病理医の指導の下、今後も病理検査を通じて地域のご利用者に安全・安心の医療を提供すべく取り組
んでまいります。ご質問などがございましたらお気軽にお問い合わせください。


